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●今号をもって，弊誌を離れることになりました。新人

で弊誌の担当となり，助産について右も左もわからない

状態からのスタート。恥ずかしながら，助産師がどんな

職種なのかを知ったのも，入社後のことでした。その

後，助産や周産期を取り巻く状況が大きく変化していく

時期とも重なり，瞬く間に過ぎた4年間でした。これか

らの助産への期待を抱きつつ，次は雑誌編集とは少し異

なる立場から，現場の皆様を応援してまいります。この

場を借りまして，たくさんのご指導，ご教授をいただき

ました皆様に，心より御礼申し上げます。ありがとうご

ざいました。今後とも，どうぞ弊誌をご愛読いただけま

すようよろしくお願いいたします。 （近江)

●取材にうかがった日本助産学会会場では，同窓会のよ

うにハグしたり握手したり，再会を喜び合う助産師さん

の姿を何組も見かけました。今は育児真っ只中で赤ちゃ

んを抱っこしている育休中の方，助産院勤務の方，施設

勤務の方，助産師教育に携わっている方。場は違っても

それぞれの想いは1つ，女性が健康にあるように，お産

の場が豊かなものになるようにと，参加者の質疑応答の

真摯な姿に，頼もしさを感じた2日間でした。 （綿貫)
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